





























































また近い時期に台内LANのDN8サー バ、 NI8サー バ、 DHCPサーバ等の機能を持っ
ていた計算機が購入から 5年が過ぎ、耐久性に不安が出てきていたため、こちらも合わせ
て更新した。こちらも 08にはFedoraCore 5を採用した。こちらは他に、 NF8サー バ、
NTPサーバの機能も有している。



























































NI TT ネオメイト (7~? ヲァイ I¥ ~ ~ Gbps) 
(9)花山天文台計算機ネットワーク整備
京都大学





















(4) 64ビット対応のデータ解析用ソフトウェアIDL(パー ジョン 6.2)のライセンスを45
ユニット追加導入した。昨年度、同ライセンスを 55ユニット (9人で同時使用可能)導入
したが、 SMARTの観測データも着々と得られ、さらに、「ひので」のデータ公開も始ま
ることから、使用者の増加を考慮し、新たに 45ユニットのフローティングライセンスを
追加導入した。この結果、現在、同パージョンの IDLのフローテイングライセンスは合
計100ユニットとなり、同時に 16人使用可能となった。
(5)学会や一般公開用のポスター作成を主な用途としたパソコンを更新した。同様の用
途のパソコンはあるが、既存のものはOS(Windows98)のサポートが終了したことと、処
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理能力が不十分であることから、今年度更新した。また、ポスター作成用ソフトウェアと
して、 AdobeIllustrator CS2を導入した。これにより、より効果的なプレゼンテーション
資料を、効率よく作成することが出来るようになった。
なお、今年度は延期となったが、飛騨天文台で行ったのと同様に、ファイアーウオール、
メールサービス、 webサービス、ファイル共有サービスなどの役割を担うサーバーパソコ
ンの更新を、花山天文台でも来年度行う予定である。
(青木)
10 
